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研究成果の概要：ノルマンディのコタンタン半島に位置するヴァローニュの産科医ギヨーム・

モケ・ド・ラ・モットの生涯を追う中で、彼の助産の中心にあった手技の意味を明らかにする

とともに、１７世紀末～１８世紀における外科医と医学者の論争の分析を通じて、外科医によ

る助産の倫理と、それに敵対するカトリック神学をベースにした医学者の立場との対立点を明

らかにした。これによって、モケ・ド・ラ・モットの助産の意味をより鮮明に捉えなおすこと

ができた。この成果については現在、既発表の論文をベースにより包括的な学術書としてまと

め出版を準備中である。また地方長官による助産婦の養成事業が、助産婦中心の従来型の助産

から外科医の影響下に置かれた助産婦による助産への転換をなすものであったことを、ロレー

ヌの事例から明らかにした。後者については、別途準備中の、アルザス・ロレーヌの多数決原

理による産婆の選択に関する研究と合わせ、いずれ学術書としてまとめ、発表する予定である。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００５年度 900.000 0 900,000 

２００６年度 800.000 0 800.000 

２００７年度 1.000.000 300.000 1.300.000 

２００８年度 800.000 240.000 1.040.000 

  年度    

総 計 3.500.000 540.000 4.040.000 

 
 
研究分野：文学 
科研費の分科・細目：史学・西洋史 
キーワード：フランス近世・近代史、身体、医療、出産、ジェンダー、宗教、公共性 
 
１．研究開始当初の背景 
（１）本研究のテーマは、１９８０年代以降、
日本でも広く受容されてきた社会史研究の
一領域に属する。社会史研究は欧米の歴史学
会では１９７０年代から数々の成果が表れ、
政治史や経済史に限定されない人間の生き
る日常生活の有様を深く知ることで、それと
社会の変動や政治、経済の動きとの関わりを
探ろうとしてきた。 

 
（２）出産というテーマは、日常性のなかに
ある重要なテーマのひとつであるが、長らく
歴史学の研究領域では、固有の対象としては
みなされず、もっぱら民俗学や文化人類学の、
対象として脇におしやられ、研究の俎上に上
ることがなかった。 
 
（３）フランスでも出産の歴史研究は遅れて
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やってきたテーマのひとつであり、とりわけ
歴史と人類学との交流を経た１９８０年前
後になって、ミレイユ・ラジェやジャック・
ジェリスらを嚆矢とするまとまった研究成
果が現れ、ひとつの研究対象として認知され
始めたものである。しかしながら、当時は出
産の歴史も人口史研究の影響下にあり、また、
さまざまな事実の網羅的な掘り起こしの段
階にとどまっていた。 
 
（４）研究代表者である長谷川まゆ帆は、１
９８４年に『思想』に発表した論文の中でも
示したように、歴史学研究において、男のみ
ならず、日常性の中にある女や子供を組み込
んだ全体史の可能性を探っていた。長谷川は、
従来の女性史研究の中でありがちな近代の
エリート女性たちだけをとりあげて、その女
性解放の歩みに視野を限定し、その活動や思
想を明らかにすることに力点をおく研究よ
りも、むしろ名もない大多数の女性たちの生
活や生涯を歴史過程の中に位置付け、その相
互連関のうちに全体史を思考することをめ
ざしてきた。 
その際、出産は、名もない大多数の女が経
験する出来事であり、このテーマは、上記の
目論見を達成する上で、格好のテーマである
と考えた。長らく黙して語らないとみなされ
てきた過去の女や子供のありようを、史実に
即して具体的に明らかにし、それによって近
代社会のしくみや成り立ちをとらえ直して
いくことができると考えたからである 
 
２．研究の目的 
 
（１）本研究は、１７～１８世紀の出産に関
わる変化――出産の場、仕方、人的結合関係
における――を明らかにし、それらを王権の
凝集力の強化や教会の改革運動、近代医学の
形成過程の中に位置付け、その変容の意味を
明らかにすることをめざしたものである。 
 
（２）研究代表者はそれまでにも「お産椅子」
という近世期のヨーロッパで考案されひろ
く普及して用いられたお産のための椅子に
ついて、その起源や機能、変形の過程、道具
の使用を奨励した医学者とその使用をにな
った助産婦たちの在り方に着目し、残存する
椅子や文献記録をもとにその歴史的変遷と
その意味を明らかにしていた。その成果につ
いてはすでに２００４年に書物として発表
していた。本研究はこの先行研究を受けて、
そのさらなる発展の上にあるが、ここではお
産椅子に関してではなく、同じ近世期にあっ
てお産椅子を批判した側に立っていた外科
医（やがて産科医となっていく勢力）に焦点
をあて、彼らの活動や同時代の人々との関わ
り、思考法や倫理を明らかにすることをめざ

したのである。 
 
（３）その際、具体的には、ノルマンディの
コタンタン半島に外科医兼産科医として生
き、助産に関する膨大な実践と考察の記録を
残したギヨーム・モケ・ド・ラ・モットに注
目した。そのため彼の著作および当時の論争
空間に迫ることが、本研究の重要な目的のひ
とつとなった。 
 
（４）またこの黎明期の医学、医療における
人的、物的、制度的変化は、この時期の助産
を考える上できわめて重要な領域である。そ
のことを具体的に考えるために、地方長官に
よってになわれた助産婦の養成事業の実態
を、地方長官の出自や背景などにも目を向け
ながら、当時の出産の現実との関わりを探ろ
うとした。具体的にはアルザスやロレーヌな
どの辺境地域でアンタンダン（地方長官）と
して派遣された国王直属の官僚が、どのよう
な来歴の持ち主であり、また思考方法をもっ
て、どのようないかなる施策を試みたか、さ
らにはそれが人々にどのように受け止めら
れたかを調査することを課題とした。 
 
（５）関連して、アルザス・ロレ－ヌおよび
ノルマンディという北部地域のみならず、南
仏ではどのように事態が進展したかを探り、
日本との比較も視野に入れながら、調査を行
うことが、本研究の課題であり、目的でもあ
った。 
 
３．研究の方法 
 
（１）本研究は、まだまだ未開拓の領域でも
あって、当初は、方法的にも手探りの状態に
あり、一歩一歩道を探し出していくことが求
められていたし、いまもそうである。そのた
めに研究代表者は、可能と思われる文献調査、
現地調査を積極的に行い、いくつかのポイン
トを設けて、課題達成にむけてとりくんだ。 
 
（２）主要な調査の方法としては、現地調
査・文献調査であるが、具体的には、パリ、
ノルマンディ、アルザス、ロレーヌそして南
仏のいくつかの都市を中心に、国立図書館や
文書館、市町村の図書館などを探索した。そ
れぞれに手探りで必要な文献を探し、読んで
内容を理解するとともに、周辺地域の地理的、
経済的、文化的、歴史的背景を広く探り、関
連する歴史的なデータを収集した。 
 
４．研究成果 
 
（1）この研究による大きな成果の一つは、
先述したモケ・ド・ラ・モットの手技の意味
を明らかにする上で重要な手掛かりとなる



 

 

関係文書の調査がかなり進んだことであり、
とりわけモケ・ド・ラ・モットの論敵であっ
たソルボンヌの医学者フィリップ・エッケへ
の反論文を入手できたことにある。これはエ
ッケの匿名による批判の出された７年後に、
王権による出版許可を得て出版された以下
の書物に収録されている。Dissertations sur 
la generation, sur la superfetation et la 
reponse au livre intitule de l’indecence aux 
homes d’accoucher les femmes, et sur 
l’obligation auz meres de nourir leurs 
enfans de leur proper lait,  par le Sr. De la 
motte, Chirurgien juré & habile 
accoucheur à Valognes, en basse 
Normandie.(Paris, 1718, BN de Paris, 
Tb6867). 
この書物は、人間の発生にかかわる知見や
精子と卵子の結合によって誕生する新しい

生命に関する論争へ
の反論など、モケ・
ド・ラ・モットが並
行して行っていたあ
れこれの議論を収集
して１冊の書物にま
とめたものである。
その中にエッケの
『男が女を助産する
ことの不適切さにつ
いて』（1708 年）へ
の本格的な力のこも
った反論が収められ
ている。 
この『不適切さ』

の著者への反論 Reponseは、まさに匿名であ
りながらわかっていたエッケへの論駁をめ
ざしたものであり、モケ・ド・ラ・モットは
ここでエッケの論を短く要約し引用しつつ、
これに対して逐一周到な反論を試みている。
彼の立場は一貫して臨床の立場から、母の命
を救う上で男である外科医の技術がいかに
有用であることを論じるものであり、羞恥心
から死を選んだ高貴な女性の例をあげて貞
節のために命を捨てることを美徳としたエ
ッケの議論とは、対極をなす。彼は、貞節を
重視するあまりみすみす母の命を無駄にす
るのは愚かなことであるとし、男の助産がい
かに命を救うことに求められているかを説
き、その点に外科医の職業倫理のすべてをか
けていたのである。 
このテキストは全体で６０ページほどの
ものであるが、１７世紀の印刷物であり、綴
りも表現も現代のものとは異なり、しばしば
活字も薄れ判読の困難な個所もあり、読解に
はやや手間がかかる。しかしこのテキストか
らモケ・ド・ラ・モットが論敵に対し、どの
ような論理で対抗を試みていたかが明瞭に
読み取ることができるし、また医学者対外科

医という一般に考えられている単純に対抗
軸ではとらえられられない、微妙な立場のち
がい、かけひき、政治的、文化的背景につい
ても読み取ることができる。それによって、
この黎明期の助産、医療において、何と何が
ぶつかりあい、軋みあっていたのかが次第に
明確になってくるのである。 
この文献を含むエッケの諸著作について

は、モケ・ド・ラ・モットのほかの著作――
産科学や外科学の実践に関する出版物――
と合わせて調査を進めてきた。その分析内容
については、現在執筆中の書物の中でまとめ、
詳しく紹介するべく準備中である。 
 
（２）一方、エッケの著作については、これ
までにも復刻版が１冊刊行されていた。しか
しそれは外科医への批判を試みた書物のみ
であり、彼の仕事の全体像についてはなお謎
に包まれていた。そこで今回は、彼の膨大な
著作群を網羅的に調査し、その内容にまで踏
み込んで、彼の医学の内容、倫理や思考法を
理解することをめざした。 
その結果、エッケのよってたつ立場、ジャ

ンセ二ストとしての思想の立場がいっそう
明確になってきた。彼はガレノスなど古代の
医学の知見を踏襲しつつも、人間の物理的な
自然、有機体的な側面、動物としての代謝や
熱や内臓の働きについての当時の医学者の
認識枠組みを、自身の学問的前提として周到
に身に付けており、こうした知見を最大限に
駆使して現象を節明しようとする。しかしな
がら、彼の議論はキリスト教の信仰とも深く
結びついて、それはあくまで神の御技の証明
であるという立場に収斂していく。たとえば
彼は聖書の教えには決して逆らうことはな
い。彼はイエス＝キリストを最高位の医学者
とみなしていたのであり、イエス＝キリスト
によって起きた
と記されている
聖書の奇跡譚も、
彼には現実に起
こりうる、説明
可能な物理学現
象として位置付
られている。 
 彼のジャンセ
二スト的な立場
は、彼の著作の
随所に確認でき
るが、とりわけ
1725 年に発表された Lettre d’un médecin 
de Paris à un médecin de Province sur le 
Miracle arrivé sur une Femme du 
Faubourg Saint Antoine, I &II （匿名出版、
Paris, 1725年、BN de Paris,I4d 1407）から、
彼の神学的な医学の立場が明確に看取でき
る。 



これはパリの比較的貧しい街区フォーブ
ール・サン・タントワーヌで、７年も前から
病に伏せ、衰弱し、弱視で、歩行すら困難で
あった女（40 歳ぐらい）に起こった突然の治
癒をめぐる論考である。エッケは、この女の
抱える三重の病苦が一瞬にして完全に癒さ
れたのは、神によって行われた奇跡 miracle
のゆえであるという立場をとる。女の病は決
して不治の病であったわけではないことか
ら、当時、巷ではそれが奇跡であることが疑
われ、女の虚言によって生じた見せかけの奇
跡であるとの中傷、疑い、非難の声が跡を絶
たなかった。しかし彼はこれに断固として意
義を申し立てる。彼によれば、この「瞬時に
よる」「完全な」治癒という二つのメルクマ
ールこそが、奇跡の証であると述べ、人体の
メカニズムを説明しつつ、それが神の意志に
かなってもたらされた聖なる奇跡であり、自
然学の知見とも矛盾することのない究極的
な治癒であると主張するのである。

匿名出版であり、この叙述がパリの医者か
ら地方のある匿名の医者 Monsieur ムッシュ
ウに向けて語るというスタイルであること
からもわかるように、これがパスカルの『プ
ロヴァンシアル』をまねたプロパガンダであ
ることは想像に難くない。彼はこの機会をと
らえて、ジャンセ二ストの立場から当時の医
学的な認識が神の存在と矛盾することなく
存立していることを広く読者に向けて啓蒙
しようとしていたのである。このエッケの立
場と思想についても、現在執筆中の書物の中
で詳しく紹介する予定である。

（３）１８世紀にアルザス・ロレーヌに派遣
され、助産婦の養成のための無料講習会を開
設した地方長官ショーモン・ド・ラ・ガレジ
エールの出自とその施策、およびその施策へ
の地域社会の反応について、調査し、まとめ
た。この成果は、すでに論文として発表され
ている。その論考の中にも記したが、当時、
農村では資格をもった助産婦は少なく、地方
長官の助産婦養成事業は、こうした農村の出
産の「近代化」を目指した啓蒙的な性格をも
つものであった。この事業はもともとマダ
ム・デュ・クードレによる助産技術の全国巡
回指導のロレーヌでの開催に刺激を得て行
われたものである。
しかしロレーヌやアルザスで行われた無

料講習会は、助産婦主導の助産とはことなり、
むしろ外科医のプレゼンスを重視するもの
であり、外科医主導の助産をいっそう思考す
るものであったと考えられる。これはルネッ
サンス以来の従来の内科医主導型の助産か
ら微妙に異なる方向性をもち、助産婦の新た
な再編成への道を意味した。そのことは、成
果（１）で述べたような１８世紀初頭の論争
を経て、１８世紀の終わりに至るまでに次第

に外科医の優位が確定していく過程でもあ
り、この点は実は、本研究課題を通じてよう
やく明瞭になってきた部分でもある。これに
ついてはまだ論文として論じたものがなく、
いずれアルザス。ロレーヌの助産婦選択をめ
ぐる多数決原理の形成過程を扱う博士論文
の中で、改めて論ずる予定である。
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